きなかった 根強い 族長で、 また 系譜 を 尊ぶ 封建時代に 

は 領主 も シャッポ をぬ がざる を 得ぬ 名門で あり 豪族で 

あった。 したがって、 多久 家の 本家と いう もの は、 部 

落に 於て は 領主 以上の もの、 神様の ような もの だ。 こ 

う い う 豪族 の 生態に は 古代 の 族長 制度 の 頃の 感情の よ 

うな ものが 生き残つ ていて、 本家と 分家に 甚だしい 差 

が あり、 同じ 兄弟で も 本家の 嫡男た る 兄と、 分家す ベ 

き 弟に はすで に 雲泥の 位の 差が ある こと、 生れながら 

にして 神た る 兄と その 従者た る 弟の ような 育てられ 方 

をす る もの だ、 という こと を 忘れて はならない。 

こまちり 

多久 家の 当主 は 多久駒 守、 当年 八十 三と いう 老人 だ _ 



ような もの だ。 ボ ダイ 寺 は多久 家の 庭に 接して いるか 

ら、 彼 は 庭の 木戸から 邸内へ 入り、 奥庭 づたいに 奥の 

部屋へ と 消えて 行く。 その 英 信の 姿に 子供ら しい 無 邪 

気な もの は 感じられず、 一 切の 秘密が 化して 彼の 姿 を 

なして いるよう な 悲しい 暗 さが 凝りつ いていた。 

自分で 風 守 を 後嗣に 選んだ 駒 守の 心事 こそ、 悲痛な 

ものであった ろう。 彼 は 業病の 故によ つて、 決して 風 

守 を 憎まなかった。 それ どころ か、 風 守の 悲し さを自 

分の 悲し さとして 自ら 罪 を 分ち 着ようと する に 至った _ 

そして 彼 は 黒い 布の 覆面 をして 人に 接する ようにな つ 

た。 なぜなら、 風 守が やむなく 人に 接する 時には、 相 



手の 顔が 見えない ように 黒い 覆面 を かけさせなければ 

ならなかった からで ある。 もっとも 風 守の 覆面に は 目 

がなかった。 人 を 見せて はならない の だから、 目 を 隠 

すの が 目的の 覆面 だ。 駒 守 は 目がなくて は 歩く こと も 

できない から、 同じ 覆面で も、 目が あった。 

光子が 兄 を (戸籍 上で は イトコ だか 叔父 だかに 当る 

わけ だが) を 見た の は、 兄が 十八、 自分が 十二の 時で 

あった。 そのと き、 彼女の 一家 は、 祖父 を はじめ 父母 

兄弟に 至る まで、 そっくり 東京の 別宅へ 移住した ので 

ある。 それ は 田舎 住いが 子女の 教育に 不適当であった 

からだ。 族長と いう もの は、 常に 土地に 用の ある もの 



と、 光子 はボ ダイ 寺の 英専に 訊いた もの だ。 老僧 は 

苦悶 を 隠して しばし 沈黙して いたが、 思いきって 答え 

て くれたの である。 

「それ はな。 これ を ちかごろの 言葉で 夢遊病と 申す そ 

うな。 寝た まに 起きて いろいろ のこと をお やりになる _ 

そういう 奇病が ござる ために 牢に お入れ 申した もの 

じ や。 東京のお 居間 も 同じ ことで ござろう。 日中の 強 

い 光が お 毒 じ やそうな。 強い 光が 目に 入る と心悸 がた 

かぶって 良くない そうで、 格子の 外に は 黒い 幕 を はり 

めぐらし ておいた もの じ や。 日中 も 夜の ように 真ッ暗 

で、 小さな 隙間から わずかの 光 をと り 入れて 用 を 弁じ 



死 を 予言して いるが、 むしろ もっと 残酷に、 彼 自身が 

その 死 を 宣告し つ つ ある 地獄の 使者の ように すら 感じ 

られ た。 

風 守が 大病なら、 侍医の 良 伯が 別館へ つめかけそう 

な もの だし、 祖父 や 侍女た ちの 往復 もヒン パンで、 な 

にか 気配が ありそうな もの だ。 その 気配がない ではな 

ヽゝ o 

レ 力 

しかし、 なんの 表情 もな く、 声の 抑揚す らもない 陰 

あしおと 

鬱な 彼の 言葉 に は、 ぬきさしならぬ 凶事の 跫 音が 不気 

味に なり つづいて いるよう な 重さが あった。 光子 は 思 

わず 顔色 を 変えて、 



「風 守 さま は 御 病気で もない のに、 キチ ガイに され 座 

敷牢に 押し こめられ ていら ッ しゃる ときいた からで 

す」 

「誰 だ。 そのような バ 力な こと を 言うた 者 は？」 

「 一 枝 さまです」 

「仕様のない 小 女め が。 そして、 誰が、 なぜ、 そうい 

うこと をして いると 申した のじ や」 

「それ はおき きいた しません。 ただ、 母な き 子 あわれ- 

母 ある 子 幸 あれ、 と 仰 有った だけです」 

「ナ 二？」 

八十 三の 老人と はいえ、 岩の ような 巨体であった。 



正式に 遺言状 も 保管せられ てお る。 ただ、 いまだ 家督 

相続 者と 名乗るべき 時期が 来て おらぬ だけの ことじ や _ 

以後 はこの こと を 胸に たたんで おくが よい」 

祖父 はこう 語りき かせて、 おののく 光子 を 放免した 

のであった。 

祖父の 言葉 はすべ て の 謎 を 氷解せ しめたよう にも 思 

われた が、 光子の 疑念 は それによ つて はれる ことが で 

きなかった。 乙女の 直感 は 微妙な もの だ。 岩が ゆれる 

ような 祖父の 豪快な 高笑い は、 詩心が あると いう 一 枝 

の 呪文に つ いての 疑念 を はらして くれたよう である。 

その代り、 別の 疑念が からみついて しまったの だ。 そ 



の 家族 は 水 いらず で、 話 も はずみ、 食卓 は 賑やか だつ 

だ。 英信も 珍しく 杯に 手 を だして 赤い 顔に なった ほど 

だ。 また 別席で は、 下男 や 下女に も 酒肴が でて、 こッ 

ち はさら にわれ かえるよ うな 騒ぎで あ つ た。 

食事の 終りに、 ュ デタコ のように 赤くな つた 木々 彦 

が 一 同に よびかけて、 

「私 はち かごろ コ クリサ マと いう 術 を 会得した から、 

皆さんに 教えて あげたい と 思う が、 英 信さん、 あなた 

は 特に 学の ある 人 だから、 あなたの 学が この 魔法 を ど 

ういう 風に 解釈す るか それ を 承る のが タノ シミ なの さ _ 

さァ、 さァ、 ひとつ、 別帟 で、 コ クリサ マ を やり ましよ 



う」 

木々 彦はム リに英 信 を さそい、 光子と 一枝と 文彦も 

これにつ づき、 五名 は 座敷の 一 つで コ クリサ マ を はじ 

める。 ザル碁 同士の 水 彦土彦 の 兄弟 は 別の 座敷で 碁 を 

はじめる。 

コ クリサ マと いう 遊び は 世間 衆知の 遊び だから、 御 

存知ない 読者 もなかろう。 坐禅 を くんだり、 直立不動 

の 姿勢で 合掌し、 両手に 力 を こめて いると、 坐禅 をく 

ん だま まや、 直立不動 合掌の 姿勢の まま ビヨン/ \ と 

び あがる ようになる もの だ。 別に 狐 ツキで なくても、 

一点に 力 を 集中す る ことによって、 人間の 身体 はこう 



いう 運動 を 当然 起す ものの ようで ある。 この 理を カン 

タンに 利用した のが コ クリサ マであろう。 ジッと 筆 を 

にぎつ て 力 を こめれば 自然にう ごく。 今では 別に フシ 

ギ がる 者 もない が、 そのころ は 一 応 フシ ギ がられた か 

も 知れない。 

木々 彦 はそう いう ことに 凝り だしてい たので ある。 

コ クリサ マの みで はなく、 坐禅 を くんだり 直立不動 合 

掌して ピ ヨン/ \ はねる という、 それで 心身 統一 を は 

かった リ、 法力 を 示す 手段に 用いた リ する こと は、 す 

でに 山伏な どが 古くから 用いて いた 手で あるが、 木々 

彦は そのころ それ を 看板に 売り だした 一 心教 というの 



に 凝った。 術が 長 じる と、 今のお 光 様の ように 指先 か 

ら霊波 を 発する という。 昔から、 あった もの だ。 

木々 彦 はまず 直立 合掌して ピ ョ ン/ \ とび はじめ、 

座敷から 自然に 庭へ とび 降り、 またとび 上って みせる。 

一 同 を おどろかし ておいて、 

「サ ァ、 次に コ クリサ マ を はじめよう。 私の コ クリサ 

マ は 筆 を 握って 字 を 書く のじ やない よ。 手 を 一 ッもふ 

れ ずに 自然に、 立てた 筆が うごいて 神意 を あらわす」 

彼 は 道具 をつ くって テ ー ブルの 上へ おいた。 

「さて、 神意 を 承る について は、 かりそめにも 神様 を 

疑って はいけ ない。 神様 は 必ず ある もの だ。 そして、 



「なんだ、 つまらない。 私 は、 また、 風 守 さまの 御 様 

子 を 見に いらした のかと 思った わ」 

「見に 行く 必要が あります か。 コ クリサ マな どと いう 

もの は …… 」 

英 信の 目 は 妙に 光った。 なんとなく 異様であった。 

「誰も 死ぬ 害はありません」 

変に 声が かすれた よ うな 気が した。 あ えぐ 息が き ザ J 

える ヮケ ではなかった が、 なに かハァ ハァ息 をき らし 

ている ような 切実な 気魄が 感じられ たので ある。 カン 

の 鋭い 二人の 娘 は 顔 を 見合わせ たが 黙って いた。 

英信は にわかに ダ ラシな くテ— ブルの 上へ 頰杖 をつ 



「イエ、 一度 だけ、 お 声 をき きました。 あの 怖し いお 

声。 火焰の 中で お叫びに なった たまぎ るよう な 声で し 

た」 

新 十郎は それ をいた わるよう に、 やさしく、 また 彼 

自身 もいた ましげ に 顔 をく もらせ、 

「それ は、 どんなお 声でした か？ 似た ような 声 をお 

ききに な つたこと があります か」 

「いいえ、 似た ような 声な どと は、 とても。 ただ 怖し 

い 叫び声でした。 思いだ しても、 身が すくむ ように 感 

じられ ます」 

「風 守 さま は 駒 守 さまと 同じような、 岩の ような お： K: 



「なるほど。 私 は あるいはそう ではない かと 拝察いた 

してお りました。 次に、 コ クリサ マの あとで、 今日は 

風 守 さまの 死ぬ 日で はない と 断言な さ つ たそうで すね _ 

それ はどうい うこと でしよう か」 

「ただ、 そう 確信して いただけです」 

「なるほど。 すると 藤 ダナの 下で、 風 守 さま は 近々 な 

く なられる、 と 仰 有った ことと 関係 は ございません か」 

そのと き英 信の 顔が ひどく 陰鬱に 変つ てし まった。 

彼 は 力の ない 声で 眩いた。 

「それ は、 心の 迷いです。 心の 迷い。 心の 迷い。 いけ 

なかった …… 」 



新 十 郎はニ ッコリ うなずいて、 

「まさしく 図星です。 駒 守 は 自ら 別館に 火 を かけて 自 

決した のです。 しかし、 もう 一人 焼死した の は 風 守で 

はありません。 木々 彦 でした」 

「バカバカしい。 そんなら 風 守 は どこへ 行った ね。 風 

守が 逆行 性 神隠しな どと、 バ 力な」 

「風 守 はは じめ からこの 世に 存在し ない 人物です よ。 

い つまで も 後嗣 をき めずに おく こと は 由々 しい 問題で 

ぁリ ますし、 そうこう すると、 木々 彦を 後嗣に すべし 

と いうよう な 村人の 意見が 高まらない とも 知れません _ 

そこで 英 信の 母が ニン シンした のに 合せて 風 守の 母 は 



ために 覚悟の 自害 を とげられた 由であります。 風 守 さ 

まの 人デン カン、 覆面、 座敷牢、 唯一 の 御 相手た る 私、 

それら はすべ て大殿 さまと 良 伯 医師と 私の 父が 合議の 

上で 予定 をた てた 計略で ありました。 その 計略が 成功 

して、 今日まで 疑う 者の なかった こと は、 御 承知の 通 

りであります。 

私が 藤 ダナの 下で 光子 さまに 風 守 さま の 死期 近き ザ J 

と を 予言し ましたの は、 魔が さした と 申しましょう か。 

わが 身に 定まる 運命 を 忘れて、 おろかに も 俗 心、 盲い 

た 心の 迷いで ありました。 いつしか 多少の 才に うね ぼ 

れ、 西洋へ 遊学 させて やろうと いう 大殿 さまのお 言葉 



海 舟 は 虎之介の 持参した 英 信の 遺書 を 一 読した。 読 

み 終えて、 虎之介に 手紙 を 返した。 海 舟の 顔に は 安ら 

かな 色が 現れて いた。 

「運命と いう もの は、 在る ような、 また、 ないような 

あて 

あまり 当に はならない もの だ。 つらつら 悲劇の もと を 

もと むれば、 チ ッポケ なかびく さい 系図に とらわれた 

マナ n 

氏族の 罰さ。 眼 を 天下に 転じて 歴史の 示す きびしい 

実相 をみ る 目 を 忘れた 罰な の だな。 寛 永 寺へ たてこ 

もった 乱暴者が、 逃げる に 際して 御苦労な ことに 権現 

様 の 木像 を 背負 い 十字 にからげ て 担ぎ こんだ 男が いた 



底本： 「坂 口 安吾 全集 2」 筑摩 書房 

1998 (平成^) 年 n 月^日 初版 第 ー 刷 発行 

底本の 親 本 ： 「小説 新潮 第五 卷第九 号」 

1951 (昭和^) 年 7 月 ー 日 発行 

初出 ： 「小説 新潮 第五 卷第九 号」 

1951 (昭和^) 年 7 月 ー 日 発行 

※底本 は、 物 を 数える 際 や 地名な どに 用いる 「ケ」 (区 

点 番号 5-86) を、 大振りに つくって います。 

入力 .. 

校正 " 松 永正敏 

2 006年5月：^日：&成 



青空 文庫 作成 ファイル " 

この ファイル は、 インタ ー ネットの 図書館、 青空 文庫 

(http://www.aozora.gr.jrv) で 作られました。 入力、 

校正、 制作に あたった の は、 ボランティアの 皆さんで 



